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本
市
に
移
住
し
た
遠
藤
さ
ん（
右
）と
勤
務
先
の

天
寿
酒
造　

の
大
井
代
表
取
締
役
社
長（
左
）。 

　
　
　
　
　
（
５
月
17
日
・
会
社
前
で
。
記
事
は
７
㌻
）

（株）

と
勤
務
先
の

締
役
社
長（
左
）。

最
前
線

本
市
に
移
住

天
寿
酒
造

の
大
井

（株）

井
代
表
取
締（
右
）と

締
役
社
長

住
し
た

の
大
井
遠
藤
さ
ん

井
代
表
取
締

本部

主な
内容

売繁売繁盛売繁盛プレゼントつきプレゼントつき!プレゼントつき!

ハガキ、
ファクシミリ、
電子メールで
ご応募ください。

《第61回》《第61回》

「地元のお酒で出会いが広がります」「地元のお酒で出会いが広がります」
《第61回》
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「
読
者
プ
レ
ゼ
ン
ト
」

　
　
　
　
　
　

    

係

住
所
・
氏
名
・
年
齢

・
電
話
番
号

・
ク
イ
ズ
の
答
え

・
お
た
よ
り

◆
―
◆
―
◆
―
◆
―
◆
―
◆

６/ 2１2１（水）
までまで6/ 21（水）ま
で

読 者
プレゼント

す」す」す」す」

売
繁
盛

広
報
紙×

ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
共
同
企
画

広
報
紙×

ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
共
同
企
画

広
報
紙×

ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
共
同
企
画

※個人情報は記載内容の確認、プレゼントの発送のために使用し、この目的以外には使用しません。
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自
宅
の
一
角
の
小
さ
な
お
店

に
入
る
と
、
気
さ
く
な
ご
夫
婦

が
迎
え
て
く
れ
ま
す
。

　

共
に
勤
め
を
持
ち
な
が
ら
夢

中
で
店
を
続
け
て
き
た
と
い
う

二
人
。
幸
雄
さ
ん
は
「
注
文
を

と
っ
て
く
る
こ
と
と
力
仕
事
」、

美
代
子
さ
ん
は
「
梱
包
や
接
客

な
ど
の
細
や
か
な
仕
事
」
が
主

な
分
担
で
す
が
、
ど
ち
ら
も
そ

の
親
し
み
や
す
い
人
柄
が
お
客

さ
ん
を
惹
き
つ
け
て
い
る
ん
だ

な
、
と
い
う
こ
と
が
節
々
か
ら

感
じ
ら
れ
ま
し
た
。

　

皆
さ
ん
も
、
評
判
の
地
酒
と

素
敵
な
お
二
人
と
の
出
会
い
を

楽
し
み
に
訪
ね
て
み
て
は
？

「地元のもので皆さんに喜んでもらえるのはうれしい」と笑顔のお二人

■
創 
業

　

昭
和
10
年
代
に
幸
雄
さ
ん
の

祖
父
が
行
商
を
始
め
、
そ
の
後

い
つ
し
か
酒
屋
を
営
む
よ
う
に

な
り
、
幸
雄
さ
ん
が
三
代
目
。

今
は
夫
婦
二
人
三
脚
で
店
を
切

り
盛
り
し
て
い
る
。昔
ほ
ど
お
酒

の
売
れ
る
時
代
で
は
な
く
な
っ

た
が
、
店
頭
で
の
販
売
や
配
達

の
ほ
か
、
現
在
は
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
通
販
に
も
対
応
。
地
元
の
お

酒
「
百
竈
」
は
全
国
各
地
か
ら

■
こ
だ
わ
り
・
よ
ろ
こ
び

　

お
酒
を
送
る
と
き
は
、
必
ず

お
礼
の
一
言
を
書
き
添
え
、
頼

ま
れ
れ
ば
ゆ
り
根
う
ど
ん
や

ゆ
り
根
か
り
ん
と
う
な
ど
の
地

場
産
品
も
一
緒
に
送
る
。
手
間

を
か
け
る
分
大
変
だ
と
思
う
こ

と
も
あ
る
が
、「
こ
の
前
の
か
り

ん
と
う
が
お
い
し
か
っ
た
か
ら

ま
た
送
っ
て
」
と
喜
ば
れ
た
り
、

「
大
雪
で
大
変
み
た
い
だ
け
ど

大
丈
夫
？
」
と
声
を
掛
け
て
も

ら
っ
た
り
、
店
を
通
じ
て
い
ろ

ん
な
人
と
の
出
会
い
や
交
流
が

広
が
る
の
が
楽
し
い
。「
ま
る
で

親
戚
み
た
い
」
と
親
し
み
を
持

っ
て
も
ら
え
る
と
と
て
も
う
れ

し
い
。

■
こ
れ
か
ら

　

店
を
続
け
る
こ
と
で
、
こ
れ

ま
で
お
世
話
に
な
っ
て
い
る
皆

さ
ん
へ
の
恩
返
し
が
で
き
た
ら
。

夫
婦
で
協
力
し
て
、
も
う
少
し
、

今
ま
で
通
り
頑
張
り
た
い
。

二
見
幸
雄
さ
ん（
69
歳
）・

美
代
子
さ
ん（
67
歳
）ご
夫

妻
に
お
話
を
伺
い
ま
し
た
。

注
文
が
入
り
、店
の
支
え
に
な
っ

て
い
る
。

　
■「
百
竈
」

　

純
米
吟
醸
酒
「
百
竈
」
は
、

地
元
産
の
酒
米
を
使
っ
て
地
元

の
酒
造
店
が
作
る
「
お
ら
ほ
の

酒
」。
基
本
的
に
由
利
地
域
の

酒
屋
（
白
百
合
会
会
員
）で
し
か

取
り
扱
い
が
な
い
の
で
、「
百
竈

じ
ゃ
な
い
と
」
と
い
う
お
客
さ

ん
が
横
手
市
や
男
鹿
市
な
ど
か

ら
も
足
を
運
ん
で
く
れ
る
。「
生

酒
が
い
い
」「
火
入
れ
が
お
気
に

入
り
」
な
ど
好
み
は
さ
ま
ざ
ま

の
よ
う
だ
が
、
百
竈
は
み
ん
な

に
お
い
し
い
と
言
わ
れ
る
お
酒
。

ネ
ッ
ト
通
販
で
は
、
北
海
道
か

ら
沖
縄
ま
で
、
個
人
は
も
ち
ろ

ん
、
飲
食
店
な
ど
の
業
者
の
常

連
も
い
る
。
地
元
の
人
も
、
自

分
用
の
ほ
か
、
贈
答
用
に
買
っ

て
く
れ
る
人
が
多
い
。

一つ一つ丁寧に包んだお酒が
お客さんの手に渡ります

店の正面にどっしりと並ぶ百

カ
ッ
プ
麺
や
お
菓
子
な
ど
も
販
売
。
近
所
の

子
ど
も
や
高
齢
者
と
の
ふ
れ
あ
い
の
場
に
も
。

ひ
ゃ
く
か
ま
ど

由利本荘のお酒が各種そろいます！

二見酒店
○営業時間／
６:00頃～20:00

㎖

■おまゆ場をと

こ
の
コ
ー
ナ
ー
で
は
、
市
商
工
会
に
加
盟
し
て
い
る
市
内

各
地
域
の「
人
気
の
お
店
」、「
頑
張
る
会
社
」
を
紹
介
し
ま
す
。

今
回
は
、
由
利
地
域
の
「
二
見
酒
店
」
で
す
。

●●●

●JA秋田しんせい本店
旧鮎川
小学校

子吉駅子吉駅子吉駅

由
利
中
学
校
●

10808108

鮎川駅

曲沢駅

黒沢駅
鳥海山ろく線

287287
県道県道

287
県道

二見酒店

▲本荘地域

▼

矢
島
地
域

Q1  

　１.  仕事づくり課
　２.  まるごと売り込み課
　３.  由利本荘ＰＲ課

由利本荘まるごと営業本部に
存在しない課は？ Q2

　１.  高橋ジョージさん
　２.  高橋英樹さん
　３.  高橋　優さん

９月に花立グラウンドで
音楽フェスを開催するのは？

国
道
１
０
８
号
か
ら

旧
鮎
川
小
学
校
方
面

に
入
り
、約
３・５
㌔
。

ひ
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人
口
減
少
の
抑
制
と
地
域
ブ
ラ
ン
ド
の
創
造
は
、
市
の
総
合
計
画

「
新
創
造
ビ
ジ
ョ
ン
」
の
要
と
な
る
戦
略
方
針
。
こ
れ
を
担
当
す
る

由
利
本
荘
ま
る
ご
と
営
業
本
部
は
「
移
住
・
定
住
、
雇
用
創
出
の
実

践
、地
域
ブ
ラ
ン
ド
の
形
成
」
な
ど
の
施
策
に
全
力

で
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
３
年
目
を
迎
え
た
同
本

部
の「
ま
る
ご
と
売
り
込
み
課
」「
仕
事
づ
く
り
課
」

の
営
業
戦
略
や
関
係
者
の
取
り
組
み
に
迫
り
ま
す
。

「由利本荘まるごとフェア」を京北スーパーで
定期的に開催。リピーターの定着を狙って。

「移住ミーティング」で希望者のニーズなどを把握

ふるさと回帰支援センター主催「ふるさと回帰フェア
2016」で。県や移住関係機関による年３回の移住相談
会にも積極的に参加しています。

最
前
線

本部

3 Yurihonjo city public Relations. 2017

ま
る
ご
と

売
り
込
み
課

Marugoto
  urikomi

コ
メ  

地
酒  

蜂
蜜
、

ア
ス
パ
ラ
に
続
く

売
れ
る
商
品
づ
く
り
へ

、        

、

　

本
市
の
魅
力
は
日
本
百
名
山
の
秀
峰

鳥
海
山
、
人
々
の
生
活
に
潤
い
を
与
え

る
子
吉
川
、
白
砂
と
美
し
い
夕
日
が
映

え
る
日
本
海
に
代
表
さ
れ
る
豊
か
な
自

然
と
、
各
地
域
で
育
ま
れ
て
き
た
技
や

文
化
で
す
。

　

市
で
は
農
産
物
や
山
菜
な
ど
の
自
然

の
恵
み
と
と
も
に
、
伝
統
に
磨
か
れ
た

加
工
品
、
特
産
品
を
通
じ
て
市
の
魅
力

を
首
都
圏
な
ど
へ
広
く
発
信
し
、「
ブ

ラ
ン
ド
化
」
を
進
め
て
い
ま
す
。

　
「
ま
る
ご
と
売
り
込
み
課
」
で
は
、

市
の
産
品
な
ど
の
販
路
拡
大
や
流
通
体

制
の
整
備
を
進
め
、
ブ
ラ
ン
ド
化
に
取

り
組
ん
で
い
ま
す
。

　

首
都
圏
へ
積
極
的
に
売
り
込
む

　

市
で
は
品
質
・
健
康
を
重
視
し
た
高

級
志
向
の　

京
北
ス
ー
パ
ー（
千
葉
県
）

と
ま
る
ご
と
売
り
込
み
連
携
協
定
を
、

ま
た
、
全
国
の
生
活
協
同
組
合
に
食
品

を
卸
売
り
す
る　

協
和
（
東
京
都
）
や

田
園
調
布
な
ど
で
ス
ー
パ
ー
マ
ー
ケ
ッ

ト
経
営
す
る
ナ
シ
ョ
ナ
ル
物
産  　
（
同
）

と
地
方
創
生
包
括
連
携
協
定
を
締
結
。

　

こ
の
協
定
は
市
の
物
産
の
Ｐ
Ｒ
や
観

光
情
報
の
発
信
な
ど
を
含
め
た
連
携
を

目
的
と
し
て
お
り
、
京
北
ス
ー
パ
ー
の

店
頭
や
ナ
シ
ョ
ナ
ル
物
産
を
会
場
に
、

平
成
27
年
度
は
５
回
、
昨
年
度
は
８
回

に
わ
た
り
「
由
利
本
荘
ま
る
ご
と
フ
ェ

ア
」
や
「
味
覚
フ
ェ
ア
」
な
ど
を
開
催
し

て
い
ま
す
。

　

農
協
や
商
工
会
と
も
連
携
し
て
さ
ま

ざ
ま
な
市
の
産
品
を
持
ち
込
み
、
直
接

消
費
者
に
販
売
。
積
極
的
な
売
り
込
み

を
通
し
て
販
路
の
拡
大
や
「
ブ
ラ
ン
ド

化
」
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　

そ
の
結
果
、「
コ
メ
、
地
酒
、
蜂
蜜
、

ア
ス
パ
ラ
ガ
ス
」
が
京
北
ス
ー
パ
ー
の

定
番
商
品
と
な
り
、「
山
菜
、
リ
ン
ゴ
」

が
ナ
シ
ョ
ナ
ル
物
産
へ
の
定
期
出
荷
品

目
と
な
っ
て
い
る
ほ
か
、
フ
ェ
ア
で
は

ヨ
ー
グ
ル
ト
や
味
噌
、イ
チ
ジ
ク
の
加
工

品
な
ど
も
人
気
が
高
く
、
毎
回
購
入
す

る
リ
ピ
ー
タ
ー
も
出
て
き
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
山
菜
は
都
内
で
ス
ー
パ
ー
や

レ
ス
ト
ラ
ン
を
経
営
す
る　

福
島
屋
を

は
じ
め
、
食
品
卸
、
レ
ス
ト
ラ
ン
な
ど

に
も
定
期
出
荷
を
行
う
な
ど
、
着
実
に

販
路
が
広
が
っ
て
い
ま
す
。

　

バ
イ
ヤ
ー
招
き
、
視
察
会
開
催

　

首
都
圏
へ
の
産
品
出
荷
は
魅
力
的
な

こ
と
で
す
が
、
本
市
が
大
消
費
地
で
の

競
争
に
割
っ
て
入
る
こ
と
は
な
か
な
か

容
易
で
あ
り
ま
せ
ん
。

　

市
で
は
首
都
圏
の
消
費
ニ
ー
ズ
に

マ
ッ
チ
し
、「
売
れ
る
商
品
」
と
な
る

品
目
の
発
掘
や
開
発
・
改
善
を
目
指
し
、

京
北
ス
ー
パ
ー
の
バ
イ
ヤ
ー
（
商
品
仕

入
れ
責
任
者
）
を
招
い
て
、
市
産
品
の

視
察
会
も
開
催
し
て
い
ま
す
。

　

市
内
の
生
産
地
視
察
の
後
、
バ
イ

ヤ
ー
か
ら
80
品
目
以
上
の
産
品
を
確
認

し
て
も
ら
い
、
パ
ッ
ケ
ー
ジ
の
改
良
、

量
目
、
味
付
け
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
ア
ド

バ
イ
ス
を
受
け
、
売
れ
る
商
品
づ
く
り

に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

み   

そ

（株）

（株）

（株）

京
北
ス
ー
パ
ー
の
バ
イ
ヤ
ー
が

製
麺
工
場
を
視
察
し
、
首
都
圏

の
消
費
者
の
視
点
か
ら
ア
ド
バ

イ
ス
（
右
）

ナ
シ
ョ
ナ
ル
物
産　

で
の

「
天
然
山
菜
フ
ェ
ア
」
で

売
り
込
み
（
上
）

（株）

Monthly
Zoom-up まるごと営業　　最前線！本部

（株）
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連
携
で
新
た
な
売
り
込
み
図
る

　

ま
る
ご
と
売
り
込
み
課
で
は
、
市
と

企
業
や
団
体
と
の
連
携
の
強
化
に
加
え
、

市
内
で
の
売
り
込
み
体
制
の
構
築
に
努

め
て
い
ま
す
。

　

由
利
本
荘
ブ
ラ
ン
ド
の
創
造
に
向
け

て
農
協
や
商
工
会
、
生
産
者
、
販
売
者

な
ど
と
「
由
利
本
荘
ま
る
ご
と
売
り
込

み
推
進
協
議
会
」
を
新
た
に
設
立
し
て

お
り
、
首
都
圏
へ
の
販
路
拡
大
、
市
内
で

の
流
通
拡
大
に
向
け
た
「
オ
ー
ル
由
利

本
荘
」
の
取
り
組
み
を
目
指
し
ま
す
。

異
業
種
連
携
に
よ
る
共
同
企
画
で
新
商

品
や
付
加
価
値
の
高
い
商
品
の
開
発
に

取
り
組
み
、
新
た
な
ビ
ジ
ネ
ス
の
展
開

を
狙
っ
て
い
ま
す
。

　

協
議
会
で
は
現
在
、
会
員
を
募
集
中
。

「
自
分
の
商
品
を
売
り
込
み
た
い
」
と

い
う
意
欲
を
お
持
ち
の
方
は
ま
る
ご
と

売
り
込
み
課
に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

　

山
菜
で
「
売
れ
る
商
品
づ
く
り
」

　

鳥
海
山
を
中
心
と
し
た
自
然
の
恵
み

を
受
け
た
天
然
の
山
菜
の
引
き
合
い
が

堅
調
な
こ
と
を
受
け
、
昨
年
「
由
利
本

荘
山
菜
ビ
ジ
ネ
ス
推
進
協
議
会
」
を
立

ち
上
げ
ま
し
た
。
協
議
会
で
は
会
員
の

連
携
を
強
化
し
、
出
荷
ロ
ッ
ト
の
確
保

や
安
定
的
な
連
続
出
荷
を
目
指
し
て
い

ま
す
。

　

さ
ら
に
、　

協
和
と
連
携
し
て
農
林

水
産
物
や
山
菜
の
加
工
に
よ
る
高
付
加

　

先
代
が
イ
チ
ジ
ク
を
使
っ
た
「
甘
露

煮
」「
羊
羹
」
を
、
私
が
「
い
ち
じ
く
・
オ
・

ア
マ
ン
ド
」
や
「
パ
ウ
ン
ド
ケ
ー
キ
」
な

ど
を
商
品
化
し
ま
し
た
。
市
販
の
青
い
イ

チ
ジ
ク
は
「
甘
露
煮
」
に
で
き
ま
せ
ん
。

契
約
栽
培
で
「
ホ
ワ
イ
ト
ゼ
ノ
ア
」
と
い

う
品
種
の
、
赤
く
熟
し
た
イ
チ
ジ
ク
だ
け

を
毎
年
10
㌧
ほ
ど
仕
込
み
に
使
用
し
ま
す
。

　
「
あ
き
た
美
彩
館
」（
品
川
）
に
は
開
館

当
初
か
ら
納
め
て
お
り
、「
由
利
本
荘
フ
ェ

ア
」
で
も
す
ぐ
に
完
売
す
る
と
聞
い
て
い

ま
す
。

　

最
近
、
福
島
か
ら
、
う
ち
の
甘
露
煮
を

原
料
に
し
て
大
福
を
作
る
と
い
う
注
文
が

あ
り
ま
し
た
。
今
後
は
若
い
人
向
け
の
加

工
品
の
開
発
が
必
要
だ
と
思
い
ま
す
。

　

市
の
ふ
る
さ
と
納
税
の
返
礼
品
で
、
イ

チ
ジ
ク
加
工
品
セ
ッ
ト
は
人
気
が
あ
り
ま

す
。
首
都
圏
で
の
ま
す
ま
す
の
宣
伝
に
期

待
し
て
い
ま
す
。

イチジクの菓子づくりを営む方とリンゴの春先出荷を目指す方に聞く「売れる商品・産品とは」

　

昨
年
10
月
、
私
を
含
め
た
２
人
で
リ
ン

ゴ
の
長
期
鮮
度
保
存
処
理
を
行
い
ま
し
た
。

液
化
ガ
ス
を
使
っ
て
リ
ン
ゴ
の
成
熟
を
遅

ら
せ
、
鮮
度
を
保
つ
仕
組
み
で
、
世
界
的

に
安
全
が
認
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
実
際
に
、

も
ぎ
た
て
で
は
酸
味
の
あ
る
「
ゆ
め
あ
か

り
」
が
ま
ろ
や
か
に
な
り
、
食
感
も
し
っ

か
り
し
て
、
こ
の
春
に
「
秋
田
由
利
本
荘

フ
ェ
ア
」
に
出
し
た
時
も
好
評
だ
っ
た
と

聞
き
ま
し
た
。
昨
年
は
県
農
業
試
験
場
の

説
明
を
受
け
、
市
農
業
振
興
課
と
と
も
に

試
験
的
に
約
２
７
０
０
個
の
鮮
度
保
存
処

理
を
実
施
し
ま
し
た
。
今
年
も
ま
た
取
り

組
む
予
定
で
、
専
用
の
密
封
設
備
の
導
入

を
目
指
し
て
い
ま
す
。

　

私
も
ナ
シ
ョ
ナ
ル
物
産
麻
布
店
で
店
頭

販
売
を
し
ま
し
た
。
外
国
人
が
多
く
来
店

し
て
リ
ン
ゴ
が
か
な
り
売
れ
、
気
持
ち
に

弾
み
が
つ
き
ま
す
。
首
都
圏
で
も
売
れ
る

リ
ン
ゴ
づ
く
り
を
し
て
い
き
ま
す
。

よ
う
か
ん

イ
チ
ジ
ク
の
菓
子
が
人
気
に

斎 

藤 　

 

亨 

さ
ん

　
　

  （
56
歳
・
西
目
町
西
目
）

リ
ン
ゴ
の
鮮
度
保
存
に
挑
む

（株）

吉 

野 
隆 
樹
さ
ん

　
（
吉
野
屋
菓
子
舗
・
60
歳
・
石
脇
）
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　市では、地域ブランドづくりに挑戦する
意欲的な取り組みに対して経費の一部を
補助し、サポートに努めています。ぜひご
活用ください。
　また、首都圏などへ商品を売り込みたい
方も募集しています。

商品開発や販売促進、首都圏などへの販路拡大を目指す

 あなたの意欲が ブランド戦略の 推進力 になります！

まるごと営業　　最前線！Monthly
Zoom-up 本部

価
値
化
を
進
め
、
一
年
を
通
じ
て
売
れ

る
商
品
づ
く
り
に
取
り
組
み
ま
す
。

　

市
で
は
６
次
産
業
化
に
向
け
た
商
品

開
発
や
首
都
圏
で
の
物
産
展
・
商
談
会

へ
の
参
加
を
促
進
す
る
た
め
、
補
助
金

を
交
付
し
、
支
援
に
も
努
め
て
い
ま
す
。

　

集
出
荷
体
制
の
確
立
目
指
す

　

首
都
圏
で
の
取
り
引
き
が
拡
大
傾
向

に
あ
る
半
面
、
取
引
先
か
ら
は
受
発
注

や
決
済
窓
口
の
一
本
化
が
求
め
ら

れ
て
い
ま
す
。

　

３
月
か
ら
ま
る
ご
と
売
り
込
み

課
に
流
通
な
ど
の
専
門
知
識
を

持
つ
人
材
を
配
置
し
、
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
販
売
に
向
け
た
環
境
整
備
や
新

た
な
ニ
ー
ズ
に
対
応
す
る
集
出
荷
体
制

づ
く
り
に
取
り
組
み
、
首
都
圏
と
の
安

定
し
た
取
り
引
き
と
そ
の
拡
大
を
目
指

し
て
い
ま
す
。

　

首
都
圏
で
の
フ
ァ
ン
づ
く
り

　

ま
た
、
ふ
る
さ
と
会
と
の
連
携
や
首

都
圏
に
住
む
若
者
と
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

を
構
築
し
、
市
産
品
の
Ｐ
Ｒ
や
本
市
の

フ
ァ
ン
づ
く
り
に
つ
な
げ
て
い
き
ま
す
。

　

ま
る
ご
と
売
り
込
み
課
で
は
、
意
欲

の
あ
る
皆
さ
ん
と
連
携
し
、「
日
本
ジ

オ
パ
ー
ク
」
に
認
定
さ
れ
た
本
市
の
豊

か
な
自
然
の
恵
み
や
強
み
を
生
か
し
な

が
ら
、「
由
利
本
荘
ブ
ラ
ン
ド
」
の
創

造
を
目
指
し
ま
す
。

首
都
圏

に
あ
る
半
面

や
決

れ
て３

課
に

持
つ

ネ
ッ
ト
販
売

た
な
ニ
ー
ズ

づ

取

山菜を採取し選別。出荷準備にあたる
悠々農楽クラブの皆さん（鳥海地域）

「スマートフレッシュ」と呼ば
れる青果物の長期鮮度保存技術
でリンゴの春先出荷を目指して。
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「
仕
事
づ
く
り
課
」
は
移
住
・
定
住

と
雇
用
創
出
な
ど
を
担
当
し
て
い
ま
す
。

特
に
、
仕
事
や
住
ま
い
な
ど
移
住
に
関

す
る
相
談
を
ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
で
受
け
付

け
、
移
住
希
望
者
に
寄
り
添
い
な
が
ら

移
住
の
実
現
を
サ
ポ
ー
ト
し
て
い
ま
す
。

　

仕
事
と
住
ま
い
を
市
が
紹
介

　

市
で
は
ま
る
ご
と
営
業
本
部
の
設
置

に
合
わ
せ
、
同
課
内
に
「
無
料
職
業

相
談
所
」
を
開
設
。
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
や

関
係
機
関
と
連
携
し
、
移
住
希
望
者
が

希
望
す
る
職
種
を
紹
介
・
斡
旋
し
て
い

ま
す
。

　

ま
た
、
同
課
職
員
が
地
元
の
企
業
や

事
業
所
な
ど
を
訪
問
し
、
求
人
開
拓
に

努
め
て
い
る
ほ
か
、
移
住
希
望
者
の
有

効
な
資
格
や
職
歴
を
紹
介
し
、
地
元
企

業
・
事
業
所
と
の
マ
ッ
チ
ン
グ
を
進
め

て
い
ま
す
。

　

同
課
で
は
市
空
き
家
バ
ン
ク
登
録
不

動
産
事
業
者
な
ど
と
連
携
し
、「
住
居
」

も
紹
介
し
て
い
ま
す
。
仕
事
と
住
ま
い

を
セ
ッ
ト
で
支
援
す
る
こ
と
で
、
短
期

間
で
の
移
住
を
実
現
さ
せ
て
い
ま
す
。

　

移
住
希
望
者
の
掘
り
起
こ
し

　

同
課
で
は
移
住
希
望
者
の
掘
り
起
こ

し
と
し
て
「
移
住
ま
る
ご
と
ミ
ー
テ
ィ

ン
グ
」
を
開
催
し
た
り
、
県
や
移
住
関

係
機
関
が
首
都
圏
で
開
催
す
る
相
談
会

に
積
極
的
に
参
加
し
た
り
し
て
い
ま
す
。

　
「
移
住
ま
る
ご
と
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
」は
、

移
住
希
望
者
に
本
市
の
住
み
や
す
さ
や

魅
力
を
伝
え
る
と
と
も
に
、
市
と
移
住

希
望
者
、
そ
し
て
移
住
希
望
者
同
士
が

交
流
で
き
る
場
と
し
て
、
こ
れ
ま
で
首

都
圏
や
仙
台
、
中
部
圏
で
開
催
し
ま
し

た
。
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
で
は
本
市
で
の
暮

ら
し
や
仕
事
に
関
す
る
情
報
提
供
、

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
に
よ
る
意
見
交
換
や

課
題
ご
と
に
応
じ
た
個
別
相
談
を
開
催

し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、「
移
住
体
験
ツ
ア
ー
」
も
毎
年

開
催
し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
ツ
ア
ー
は
実
際
に
就
労
体
験
し

た
り
地
域
の
皆
さ
ん
と
交
流
し
た
り
す

る
こ
と
で
、移
住
後
の
暮
ら
し
を
イ
メ
ー

ジ
し
て
も
ら
う
も
の
で
す
。

　

参
加
し
た
皆
さ
ん
か
ら
は
「
町
内
の

皆
さ
ん
に
温
か
く
迎
え
入
れ
て
も
ら
い
、

と
て
も
身
近
に
思
え
た
」「
就
労
体
験

し
た
会
社
の
雰
囲
気
が
良
く
、
働
き
た

い
と
思
っ
た
」
な
ど
の
感
想
を
い
た
だ

い
て
お
り
、
市
を
身
近
に
感
じ
て
も
ら

う
き
っ
か
け
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

38
組 

74
人
が
本
市
に
移
住

　

こ
う
し
た
取
り
組
み
で
こ
れ
ま
で
38

組
74
人
の
移
住
が
実
現
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
本
市
に
移
住
を
希
望
す
る
方

市
へ
の 

移
住 

実
現
の
た
め
、

就
労
と
住
ま
い
を
全
力
サ
ポ
ー
ト

仕
事
づ
く
り
課

Shigoto 
     zukuri

移住希望の方を対象に「移住まるごとミーティング」を首都圏、仙台、中部圏で開催しています。

丁寧な相談で全力支援 移住された方々の交流会「移住者の集い」
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まるごと営業　　最前線！Monthly
Zoom-up 本部

が
登
録
す
る
「
由
利
本
荘
移
住
ま
る
ご

と
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
」
に
は
、
５
月
１
日

現
在
で
47
組
85
人
が
登
録
し
て
お
り
、

年
々
増
加
傾
向
に
あ
り
ま
す
。

　
「
定
住
促
進
奨
励
金
」
で
助
成

　

仕
事
づ
く
り
課
で
は
市
内
に
定
住

す
る
意
思
を
持
ち
、①
市
外
か
ら
転
入

し
土
地
・
住
宅
を
取
得
し
た
方
、
②
県

外
か
ら
転
入
し
賃
貸
住
宅
に
居
住
し
た

２
人
以
上
の
世
帯
に
対
し
、
定
住
奨
励

金
を
交
付
し
て
い
ま
す
。（
①
１
世
帯

50
万
円
、
②
１
世
帯
30
万
円
）

　

こ
の
制
度
で
こ
れ
ま
で
33
世
帯
の
方

が
助
成
を
受
け
て
い
ま
す
。

　

移
住
後
の
支
援
も
丁
寧
に

　

本
市
に
移
住
を
し
た
方
の
情
報
交
換

と
交
流
を
目
的
に
、
移
住
者
の
集
い
を

開
催
し
て
い
ま
す
。

　

集
い
で
は
先
輩
移
住
者
、
地
域
の
方

と
情
報
交
換
や
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
を

行
い
、
早
く
生
活
環
境
に
慣
れ
る
よ
う

支
援
し
て
い
ま
す
。

　今年１月、東京から由利本荘市に移り、今、
天寿酒造に勤務しています。にかほ市出身で、
数年前から秋田に戻りたいと考えていました。
東京で酒屋の営業をし、その経験を生かして
働きたいと思っていたところ、仕事づくり課
から熱心に支援していただき、希望がかなっ
て３月に入社できました。
　以前はさまざまな種類の酒を飲食店や百貨
店でのイベントに納めたりと、広く浅い仕事
でした。今、地酒のことをより深く勉強して
いる最中です。初めて知ることが多くて楽し
く、充実した日々を送っています。
　先日、市に移住した皆さん15人ほどが集い、
農園でバーベキューをしました。東京では地
域との付き合いは皆無でしたが、こちらでは
そういう温かなふれあいや心の交流を大切に
したいと思っています。

　仕事づくり課から「酒類販売の経験を生かし、
市に移住して働きたい人がいる」という話を
いただき、当社も県外を経験した若い営業職
を探していて、リクエストが一致しました。
日本酒の営業は技術職です。原料や仕込みを
よく知らないとお客さんに説明できず、販売
につながりません。今は酒蔵で、酒造りを体
で知ってもらっています。地元企業として若
い人材を受け入れ、地域の活力を維持する役
割を果たしていきたいと思います。
　酒蔵は６次産業化の端的な例でしょう。原
料のコメの生産・調達はもちろん、資本も人
も地元です。業績では県外出荷率が上がって
おり、海外輸出も１割近くになっています。
日本酒の需要は国内外でここ３、４年は順調で
す。地元以外での実務を知る人的戦力は重要
であり、市の取り組みをありがたく思います。

  移住と希望職種
  への就職を実現

 遠藤慎介
  　　　　 さん 
   （28歳・薬師堂）

  天寿酒造（株） 
  代表取締役社長

大井建史
  　　　　 さん 
（57歳・矢島町城内）

外
を
知
る
戦
力
と
し
て

若
い
人
材
を
受
け
入
れ
、

地
域
の
活
力
を
維
持
し
た
い

実
務
経
験
生
か
し
、
秋
田
で

働
く
希
望
が
か
な
っ
た

日
々
、
充
実
し
て
い
る

◆移住の実績 ［平成29年５月15日現在］

※Ｕターン・ＩＩターンの区分…
　世帯員の中に県内出身がいた場合は
 「Ｕターン」、それ以外は「Ｉターン」

年度27

年度28

年度27

年度28

12組（20人）
14組（31人）

計29組（58人） 計  ９組（16人）

合計 38組（74人）

  3組（ 9人）
  5組（ 5人）

年度29 年度29  3組（ 7人）   1組（ 2人）

［男］43人
［女］31人

Ｕターン Ｉターン

年度27

年度28

15組（29人）
19組（36人）

［男］17人 ［女］12人

［男］21人 ［女］15人

年度29   4組（  9人）［男］  5人 ［女］  4人
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若
年
層
の
地
元
就
職
を
促
進

　

定
住
策
の
一
環
と
し
て
市
内
の
高
校

生
の
地
元
就
職
を
促
進
す
る
た
め
、「
高

校
生
就
職
サ
ポ
ー
ト
セ
ミ
ナ
ー
」
を
開

催
し
て
い
ま
す
。
地
元
企
業
情
報
の
提

供
、
高
校
生
の
就
職
サ
ポ
ー
ト
に
力
を

入
れ
て
い
ま
す
。

　

継
業
支
援
、
地
域
活
性
化
へ

　

地
域
の
商
店
が
休
業
・
廃
業
す
る
と

不
便
で
寂
し
く
な
り
、
地
域
の
活
力
が

損
な
わ
れ
ま
す
。

　

本
荘
地
域
の
老
舗
パ
ン
屋
の
店
主
は

後
継
者
が
不
在
の
た
め
、
や
む
を
得
ず

廃
業
を
決
め
ま
し
た
。
そ
こ
で
仕
事
づ

く
り
課
で
は
意
欲
あ
る
方
へ
の
店
舗
経

営
の
引
き
継
ぎ（
継
業
）を
進
め
る
た
め
、

「
移
住
＋
継
業
」
の
マ
ッ
チ
ン
グ
に
取
り

組
み
ま
し
た
。（
詳
し
く
は
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

記
事
を
参
照
）　

　

そ
し
て
新
し
く
店
を
引
き
継
ぐ
方
が

決
ま
り
、
動
き
出
し
て
い
ま
す
。

　

移
住
者
の
視
点
を
プ
ラ
ス
す
る
こ
と

で
、
地
域
で
親
し
ま
れ
て
き
た
商
店
が

再
び
活
躍
し
、
地
域
に
親
し
ま
れ
る
こ

と
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

　

支
援
策
拡
充
し
、
就
労
を
促
進

　

市
で
は
従
来
の
定
住
奨
励
金
に
加
え
、

新
年
度
か
ら
「
企
業
面
接
費
用
の
交
通

費
補
助
」「
移
住
に
よ
る
起
業
・
創
業

支
援
事
業
」「
も
の
づ
く
り
事
業
人
材

確
保
事
業
」
を
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

　「高齢になり跡継ぎもいないので、誰か
移住して、店をやってくれる人がいれば」。
　そういう思いを仕事づくり課と商工会
が支援してくれました。テレビや新聞で
も報道され、県外からも申し込みがあり、
おかげさまで新しいパン屋さんに入って
もらうことが決まりました。私たちだけ
で次の方を探すことは不可能でしたので、
市には「継業」に取り組んでいただき、
本当に感謝しています。
　地域の人口が減っていますので、移住
してくれる人が増えてほしいと思います。
そういう方や第三者への引き継ぎを地域
全体で応援していくシステムがあればい
いですね。
　新しく店を営まれる方に頑張ってもら
い、店が繁盛することを願っています。
　私たちもできるだけの応援をしていき
たいと思いますし、地域の皆さんにも新
しい店を応援してほしいと思っています。

　本荘地域で「パンハウス エンゼル」を営
み、昨年末に閉店した鎌田芳信さん（74歳・
岩谷町）、栄子さん（76歳）ご夫婦は、仕事づ
くり課を通じて店舗の引き継ぎ（継業）を行
いました。「引き継いでくれる人が見つかり、
市に感謝します」と話しています。

移住〝 まるごと〟ミーティングを開催します！

　

40
年
以
上
に
わ
た
っ
て
地
域
に
親
し
ま

れ
た
パ
ン
の
店
を
新
し
い
人
に
引
き
継
い

だ
鎌
田
さ
ん
ご
夫
婦
。「
地
域
で
盛
り
立

て
て
い
き
た
い
で
す
ね
」
と
話
し
ま
し
た
。

継
業
支
援

！

　市や本県への移住（ＵＩターン）をお考え方、関心のある方などに
移住〝まるごと〟ミーティングの開催をお知らせください。

   （１） 日時　６月24日（土）  13:30 ～ 17:00
   （２） 会場　FORUM８ （渋谷区道玄坂　新大宗ビル１号館）
   （３） 定員　３０人　（参加は無料）
   （４） 申込期限・方法　６月 22 日（木）までに、  次のいずれかで
   　　 ①市移住・定住応援サイト　http://yurihonjo-teiju.jp/teiju/
   　　 ②☎ （0184） 24－６２４７ （仕事づくり課）
   　　 ③電子メール　shigoto@city.yurihonjo. lg. jp

市
が
作
成
し
た
継
業
支
援

の
チ
ラ
シ
も
話
題
に
。
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まるごと営業　　最前線！Monthly
Zoom-up 本部

　市では、採用面接時の交通費の
一部、また移住による起業・創業
のための専門的な相談や地元企業
の人材確保に係る取り組みに対し
て経費の一部を補助し、サポート
に努めています。ぜひご活用くだ
さい。

移住・定住対策を推進

 仕事づくりと企業支援で 皆さんの希望をかなえます！

　

地
元
へ
の
就
労
や
起
業
・
創
業
、
そ

し
て
地
元
企
業
の
人
材
確
保
を
支
援
し

ま
す
。

　

住
み
た
い
田
舎
・
東
北
１
位
に

　

宝
島
社
が
発
行
す
る
月
刊
誌
『
田
舎

暮
ら
し
の
本
』
２
月
号
の
「
第
５
回

住
み
た
い
田
舎
・
ベ
ス
ト
ラ
ン
キ
ン
グ
」

で
、
本
市
が
総
合
部
門
で
東
北
１
位
、

全
国
19
位
と
、
前
年
か
ら
躍
進
し
ま

し
た
。
東
北
エ
リ
ア
で
は
、
総
合
と
と

も
に
「
子
育
て
世
代
」「
シ
ニ

ア
世
代（
50
歳
以
上
）」で
１
位
、

「
若
者
世
代
（
10
〜
20
代
、
30

代
の
単
身
者
）」
で
も
３
位
と
い

う
上
位
の
成
績
で
す
。

　
「
住
み
た
い
田
舎
ラ
ン
キ
ン
グ
」
は
、

全
国
５
０
０
市
町
村
が
エ
ン
ト
リ
ー
し
、

田
舎
暮
ら
し
の
重
要
な
ポ
イ
ン
ト
と
な

る
１
６
１
項
目
の
ア
ン
ケ
ー
ト
に
答
え
、

各
部
門
ご
と
に
点
数
化
し
て
ラ
ン
ク
付

け
し
た
も
の
で
す
。

　

本
市
は
「
ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
窓
口
と
仕

事
と
住
ま
い
の
き
め
細
か
な
相
談
で
、

移
住
の
早
期
化
を
実
現
。
交
流
イ
ベ
ン

ト
や
移
住
・
定
住
の
た
め
の
情
報
発
信

に
力
を
入
れ
て
い
る
」
と
紙
面
で
紹
介

さ
れ
ま
し
た
。

　　

各
種
医
療
・
介
護
体
制
、
子
育
て
支

援
の
充
実
と
ま
ち
づ
く
り
施
策
な
ど
も

高
く
評
価
さ
れ
た
う
え
で
の
上
位
ラ
ン

ク
で
あ
り
、
市
で
は
移
住
地
と
し
て
の

魅
力
を
さ
ら
に
高
め
、
広
く
発
信
し
な

が
ら
、
一
人
で
も
多
く
の
移
住
の
実
現

に
つ
な
げ
て
い
き
ま
す
。

◇助成対象
◇補助内容

　　　用面接に係る交通費の一部を補助します
◇対象内容　移住を希望する方が地元企業と採用面接をする際の
　　　　　交通費の一部を補助。（①市無料職業紹介所から紹介
　　　　　状を受け、②面接に公共交通機関を利用された方）
◇対象経費　公共交通機関を利用した交通費、パック旅行料金
◇補助額　　関東圏と北海道から県内へ　２万円
　　　　　　東北各県から県内へ　　　 　１万円など
　

　　　業・創業の専門的な相談に助成します
◇対象内容　移住による企業・創業を目指している方の事業計画
　　　　　書や資金調達などの専門的な相談に対応するため、市
　　　　　商工会指導員などを派遣。
◇助成対象　市移住まるごとネットワーク会員
◇補助内容　指導員などの派遣・相談費用を市が負担

　　　のづくり企業の人材確保を支援します
◇対象内容　新分野にチャレンジする「ものづくり企業」に対し
　　　　　専門家を派遣し、求める人材の確保を支援。
◇対象業種　①新分野にチャレンジしている製造業
　　　　　　②市無料職業紹介所に求人登録していること
◇補助内容　専門家の派遣に係る費用を市が負担

さい。

暮
ら
し

住
み
た

で
、
本

全
国
19

し
た
。

「
住
み

全
国
５

計画
市

対し

東
北
総
合
１
位

採

起

も

■問い合わせ先

仕事づくり課
　　 ☎ 24－６２４７



由利本荘市人事異動辞令交付式
本荘由利広域市町村圏組合人事異動辞令交付式
市交通指導隊・市防犯指導隊　隊長・副隊長委嘱状交付式
(公財)本荘由利産学振興財団辞令交付式
職員訓辞
五役・部長・支所長会議
東由利中学校 入学式
大内中学校 入学式
岩谷小学校 入学式
本荘北中学校 入学式
子吉小学校 入学式
五役会議
市老人クラブ連合会総会
人権擁護委員委嘱状交付式
本荘さくらまつり山開き
（株）マシンマックス第４工場竣工祝賀会
五役会議
由利本荘総合防災公園屋根付きグラウンド建設工事 起工式・安全祈願祭
国土交通省東北地方整備局 訪問（仙台市）
県種苗交換会 市協賛会設立総会
市婦人団体連絡協議会総会
現場視察（鳥海地域下笹子地区 土砂崩落箇所）
県市長会定例会・視察・懇談会（横手市）
ねんりんピック秋田２０１７ 市実行委員会総会
五役会議
岩城地域行政協力員会議・懇親会
市スポーツ・ヘルスコミッション総会
現場視察（由利本荘総合防災公園由利本荘アリーナ）
秋田国道協議会総会（秋田市）
秋田由利牛振興協議会総会
市土地改良区西目発電所更新工事竣工安全運転祈願式・祝賀会

4月3日㈪

6日㈭

7日㈮

8日㈯

10日㈪

13日㈭

14日㈮

17日㈪

18日㈫
19日㈬

20日㈭

21日㈮

24日㈪

25日㈫

26日㈬

27日㈭

桜・菜の花まつり観桜会会費（　小野副市長）
㈱マシンマックス第４工場竣工祝賀会へ御祝い
本荘さくらまつり山開き懇親会会費（　小野副市長）
県土地改良事業団体連合会由利支部全体会
懇親会会費（　農林水産部政策監）
市職員労働組合定期大会交流会へ寸志（　阿部副市長）
相模原市長表敬時特産品お土産
岩城地域行政協力員会議懇親会会費
市交通指導員連絡会総会懇親会会費（　市民生活部長）
市土地改良区西目発電所更新工事竣工祝賀会へ御祝い
西目地域町内会長・団体長の歓送迎会・観桜
会会費（　阿部副市長）
メーデー本荘地区集会協賛金
上田真田まつり参加時特産品お土産

4月13日

14日

20日

21日

24日

27日

28日

29日

4,000
3,480
3,000

2,000

3,482
3,726
2,000
2,000
5,022

5,000

50,000
2,581
86,291

※市ホームページ「市長室からこんにちは」もご覧ください

◆市長交際費の報告

副市長交際費執行状況

（１）弔　事

（２）会費等 （円）

（円）

（円）
○：代理出席代

合　計

支出日 支出額支　出　内　容

支出日 支出額支　出　内　容

支出額
20,000

件　　　　　数
１　件

○代

○代

○代

○代

○代

○代

合　計

合　計

4月14日 3,000

3,000

※

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
「
市
長
の
フ
ォ
ト
・
ダ
イ
ア
リ
ー
」
も
ご
覧
く
だ
さ
い

本荘さくらまつり山開き懇親会会費（阿部副
市長出席）

300万人目となった吉田さん親子（右）
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◆「市長の行動」報告（４月分）

　

市
文
化
交
流
館
「
カ
ダ
ー
レ
」

の
入
館
者
数
が
３
０
０
万
人
を

達
成
し
、
５
月
16
日
に
記
念
セ

レ
モ
ニ
ー
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

３
０
０
万
人
目
と
な
っ
た
の

は
吉
田
慶
子
さ
ん
（
32
歳
・
給

人
町
）
で
、
娘
の
琴
音
ち
ゃ
ん

（
２
歳
）
、
佐
々
田
教
育
長
、

村
岡
カ
ダ
ー
レ
文
化
芸
術
振
興

会
理
事
長
と
一
緒
に
く
す
玉
を

割
っ
て
節
目
を
祝
い
ま
し
た
。

　

４
月
に
広
島
か
ら
引
っ
越
し

て
き
た
ば
か
り
と
い
う
吉
田
さ

ん
は
「
カ
ダ
ー
レ
の
図
書
館
は

立
派
で
子
ど
も
の
絵
本
も
た
く

さ
ん
あ
る
の
で
、
こ
れ
か
ら
も

利
用
し
た
い
で
す
」
と
笑
顔
で

話
し
ま
し
た
。

　

子
吉
川
の
幸
と
触
れ
合
う
こ

と
で
ふ
る
さ
と
の
自
然
を
大
切

に
す
る
心
を
育
ん
で
も
ら
お
う

と
「
子
吉
川
ガ
ニ
ま
つ
り
」

（
子
吉
川
水
系
漁
業
協
同
組
合

本
荘
地
区
主
催
）
が
５
月
14
日
、

ボ
ー
ト
プ
ラ
ザ
ア
ク
ア
パ
ル
を

会
場
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

当
日
は
約
４
千
匹
の
カ
ニ
が

用
意
さ
れ
、
市
内
外
か
ら
訪
れ

た
多
く
の
親
子
連
れ
が
、
モ
ク

ズ
ガ
ニ
の
つ
か
み
取
り
や
放
流

を
楽
し
ん
だ
り
、
ガ
ニ
汁
を
味

わ
っ
た
り
し
て
ま
つ
り
を
満
喫

し
ま
し
た
。

　

人
工
池
で
行
わ
れ
た
つ
か
み

取
り
で
は
、
子
ど
も
た
ち
が
水

し
ぶ
き
を
上
げ
な
が
ら
夢
中
で

カ
ニ
を
追
い
掛
け
ま
し
た
。
20

匹
ほ
ど
捕
ま
え
た
と
い
う
前
川

大
慈
君
（
11
歳
・
秋
田
市
）
は

「
手
を
挟
ま
れ
て
痛
か
っ
た
け

ど
、
端
に
追
い
込
ん
で
た
く
さ

ん
取
れ
た
の
で
楽
し
か
っ
た
」

と
声
を
弾
ま
せ
ま
し
た
。

　

こ
の
ほ
か
、
ゆ
で
ガ
ニ
や
生

き
た
カ
ニ
の
販
売
な
ど
も
行
わ

れ
、
来
場
客
が
列
を
つ
く
っ
て

買
い
求
め
て
い
ま
し
た
。

カ
ダ
ー
レ
入
館
者
数　

３
０
０
万
人
を
達
成
！！

大盛況だったモクズガニのつかみ取り

  

子
吉
川
の
幸
「
モ
ク
ズ
ガ
ニ
」
を
堪
能　

 

第
13
回
「
子
吉
川
ガ
ニ
ま
つ
り
」

　

「
第
30
回
黄
桜
ま
つ
り
健
康

マ
ラ
ソ
ン
」
が
５
月
14
日
、
八

塩
い
こ
い
の
森
を
会
場
に
開
催

さ
れ
ま
し
た
。

　

今
年
は
年
齢
や
男
女
別
に
分

か
れ
た
13
部
門
に
計
２
３
３
人

が
出
場
。
爽
や
か
な
陽
気
の
中
、

ラ
ン
ナ
ー
が
力
強
い
走
り
を
見

せ
ま
し
た
。

　

小
学
生
男
女
３
年
生
以
下
２

㌔
の
部
で
１
位
に
な
っ
た
須
田

緑
さ
ん
（
８
歳
・
館
）
は
「
今

日
は
調
子
が
す
ご
く
良
か
っ
た
。

ス
ポ
ー
ツ
で
バ
ス
ケ
を
し
て
い

て
い
つ
も
走
っ
て
い
る
の
で
、

マ
ラ
ソ
ン
の
練
習
に
も
な
っ
て

い
る
。
来
年
も
ま
た
大
会
に
出

た
い
」
と
笑
顔
を
見
せ
ま
し
た
。

 

「
第
30
回
黄
桜
ま
つ
り
健
康
マ
ラ
ソ
ン
」　

  

満
開
の
黄
桜
の
下
で
力
走

　

あ
き
た
音
楽
大
使
を
務
め
る

横
手
市
出
身
の
シ
ン
ガ
ー
・
ソ

ン
グ
ラ
イ
タ
ー
高
橋
優
さ
ん
が

５
月
１
日
に
市
役
所
で
記
者
会

見
を
行
い
、
９
月
２
〜
３
日
に

「
鳥
海
高
原
花
立
牧
場
公
園
花

立
グ
ラ
ウ
ン
ド
」
で
野
外
音
楽

フ
ェ
ス
「
秋
田
Ｃ
Ａ
Ｒ
Ａ
Ｖ
Ａ

Ｎ　

Ｍ
Ｕ
Ｓ
Ｉ
Ｃ　

Ｆ
Ｅ
Ｓ　

２
０
１
７
」
を
開
く
こ
と
を
発

表
し
ま
し
た
。

　

高
橋
さ
ん
は
「
全
国
か
ら
訪

れ
る
皆
さ
ん
に
秋
田
の
良
さ
を

感
じ
て
も
ら
え
る
よ
う
な
空
間

を
つ
く
り
、
老
若
男
女
問
わ
ず

気
軽
に
訪
れ
て
も
ら
い
、
楽
し

か
っ
た
ね
と
言
っ
て
も
ら
え
る

よ
う
な
フ
ェ
ス
に
し
た
い
」
と
抱

負
を
語
り
ま
し
た
。
ま
た
、
同

席
し
た
長
谷
部
市
長
は
「
本
市

で
こ
の
よ
う
な
イ
ベ
ン
ト
を
開

催
し
て
い
た
だ
け
る
の
は
大
変

あ
り
が
た
く
う
れ
し
く
思
い
ま

す
。
市
民
の
皆
さ
ん
に
元
気
と

感
動
を
与
え
て
ほ
し
い
」
と
話

し
ま
し
た
。

　

こ
の
フ
ェ
ス
は
毎
年
開
催
地

を
変
え
て
、
県
内
13
市
で
開
催

す
る
こ
と
を
目
標
に
昨
年
横
手

市
で
初
め
て
行
わ
れ
、
本
市
が

２
番
目
の
開
催
地
と
な
り
ま
す
。

今
年
は
高
橋
さ
ん
を
含
む
７
組

の
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
が
出
演
予
定

で
、
２
日
間
で
約
１
万
６
千
人

の
来
客
を
見
込
ん
で
い
ま
す
。

シ
ン
ガ
ー
・
ソ
ン
グ
ラ
イ
タ
ー
高
橋
優
さ
ん　

９
月
に
花
立
牧
場
公
園
で
野
外
音
楽
フ
ェ
ス

満開の黄桜の下、力走するランナー

　

市
民
俗
芸
能
伝
承
館
「
ま
い

ー
れ
」
の
開
館
記
念
特
別
公
演

が
５
月
３
日
に
開
催
さ
れ
、
地

元
や
県
内
外
の
３
団
体
が
伝
統

の
舞
を
披
露
し
ま
し
た
。

　

こ
け
ら
落
と
し
公
演
と
な
っ

た
舞
台
に
は
本
海
獅
子
舞
番
楽

下
直
根
講
中
（
鳥
海
地
域
）
、

根
子
番
楽
（
北
秋
田
市
）
、
早

池
峰
岳
神
楽
（
写
真
・
岩
手
県
花

巻
市
）
が
出
演
。
各
団
体
は
数

世
紀
に
わ
た
っ
て
受
け
継
が
れ

て
き
た
舞
や
囃
子
を
古
式
ゆ
か

し
く
演
じ
、
約
２
０
０
人
の
観

衆
を
魅
了
し
ま
し
た
。

　

藤
原
甚
一
さ
ん
（
79
歳
・
羽

後
町
）
は
「
民
舞
の
メ
ン
バ
ー

９
人
で
鑑
賞
に
来
ま
し
た
。
晴

れ
の
ひ
の
き
舞
台
で
演
じ
ら
れ

る
舞
は
ど
れ
も
素
晴
ら
し
く
、

見
応
え
が
あ
り
、
感
動
し
ま
し

た
」
と
話
し
ま
し
た
。

　

「
ま
い
ー
れ
」
で
は
６
月
３

日
に
企
画
公
演
で
「
猿
倉
人
形

芝
居
」
（
木
内
勇
吉
一
座
）
が
、

18
日
に
は
３
団
体
に
よ
る
定
期

公
演
が
開
か
れ
ま
す
。

「
ま
い
ー
れ
」
開
館
祝
い
、
３
団
体
公
演　

伝
統
の
舞
、
観
衆
を
魅
了

記者会見で抱負を語る高橋さん（左）

躍
動
の
舞
台
に
満
場
の
拍
手

は
や
し
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市 政 情 報

問
い
合
わ
せ
先

議
会
事
務
局　

☎
24―

６
３
８
６

応
募
・
問
い
合
わ
せ
先　

木
の
お
も
ち
ゃ
美
術
館

整
備
推
進
事
務
局

☎
24―

６
３
１
２

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

商
工
振
興
課

☎
24―

６
３
７
３

問
い
合
わ
せ
先

市
民
課
住
民
記
録
班

☎
24―

６
２
４
３

市政情報

市
ウ
ッ
ド
ス
タ
ー
ト
（
誕
生
祝
い
品
）

「
木
の
お
も
ち
ゃ
」
を
募
集
し
ま
す

　

市
で
は
、
今
年
２
月
の
ウ
ッ
ド

ス
タ
ー
ト
宣
言
の
取
り
組
み
の
ひ

と
つ
で
あ
る
「
誕
生
祝
い
品
」
と

し
て
贈
呈
す
る
「
木
の
お
も
ち

ゃ
」
を
募
集
し
ま
す
。

応
募
資
格

・
市
の
木
育
事
業
に
ご
賛
同
い
た

だ
け
る
方

・
市
に
住
民
登
録
の
あ
る
方

木
の
お
も
ち
ゃ
の
条
件

①
市
内
の
木
材
を
使
用
し
て
製
作

し
た
も
の

②
３
歳
未
満
を
対
象
と
し
た
ベ
ビ

ー
ト
イ
と
す
る
こ
と

③
赤
ち
ゃ
ん
に
配
布
す
る
上
で
安

全
性
を
考
慮
し
た
も
の

※

安
全
性
の
指
針
が
あ
り
ま
す
。

④
手
ご
ろ
な
大
き
さ
で
家
庭
に
持

ち
帰
っ
て
使
用
で
き
る
も
の

⑤
由
利
本
荘
ら
し
さ
（
伝
統
・
文

化
・
風
土
）
を
感
じ
ら
れ
る
も
の

⑥
お
も
ち
ゃ
を
入
れ
る
箱
な
ど
も

同
時
に
考
え
る
こ
と

例
：
専
用
木
箱
・
専
用
布
袋
（
贈

呈
品
は
ウ
ッ
ド
ス
タ
ー
ト
ロ
ゴ
が

印
字
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
）

⑦
誕
生
祝
い
品
と
し
て
採
用
さ
れ

た
場
合
を
想
定
し
、
持
続
可
能
な

製
作
体
制
が
継
続
で
き
る
お
も
ち

ゃ
と
す
る
こ
と

※

詳
細
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ

い
。

◇
皆
さ
ん
の
ご
意
見
を

　
　
　
　
　

お
聞
か
せ
く
だ
さ
い

　

市
民
の
皆
さ
ん
に
わ
か
り
や
す

く
開
か
れ
た
議
会
を
実
現
す
る
た

め
、
議
会
報
告
会
「
市
民
と
語
る

会
」
を
開
催
し
ま
す
。

　

こ
の
報
告
会
は
議
員
が
地
域
に

直
接
出
向
き
、
常
任
・
特
別
委
員

会
の
審
議
な
ど
議
会
活
動
の
状
況

を
地
域
住
民
に
報
告
・
説
明
し
、

市
政
に
関
す
る
情
報
を
提
供
す
る

と
と
も
に
、
地
域
ご
と
の
テ
ー
マ

に
沿
っ
た
意
見
交
換
を
行
う
こ
と

に
よ
り
市
政
や
市
議
会
に
対
す
る

ご
意
見
な
ど
を
聴
く
貴
重
な
機
会

と
し
て
開
催
す
る
も
の
で
す
。

　

多
く
の
皆
さ
ん
の
ご
参
加
を
お

願
い
し
ま
す
。

内
容　

議
会
報
告
（
３
月
定
例
会

を
中
心
と
し
た
報
告
）
、
意
見
交

換
（
テ
ー
マ
に
沿
っ
た
討
論
）

議
員
の
班
編
制　

【
１
班
】
村
上

亨
、
佐
々
木
慶
治
、
高
橋
信
雄
、

梶
原
良
平
【
２
班
】
伊
藤
岩
夫
、

佐
藤
勇
、
伊
藤
順
男
、
佐
藤
譲
司
、

土
田
与
七
郎
【
３
班
】
今
野
英
元
、

大
関
嘉
一
、
三
浦
晃
、
三
浦
秀
雄
、

佐
藤
賢
一
【
４
班
】
佐
々
木
隆
一
、

井
島
市
太
郎
、
吉
田
朋
子
、
高
野

吉
孝
、
渡
部
聖
一
【
５
班
】
長
沼

久
利
、
髙
橋
和
子
、
湊
貴
信
、
渡

部
専
一
、
渡
部
功

参
加
申
し
込
み　

事
前
申
し
込
み

は
不
要
で
す
。
ご
都
合
の
つ
く
日

程
、
興
味
の
あ
る
テ
ー
マ
の
会
場

へ
お
気
軽
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

市政情報

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
を
利
用
し
て

コ
ン
ビ
ニ
で
証
明
書
が
取
得
で
き
ま
す

　

市
で
は
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー

ド
（
個
人
番
号
カ
ー
ド
）
所
有
者

を
対
象
に
、
住
民
票
な
ど
市
が
発

行
す
る
証
明
書
を
全
国
の
コ
ン
ビ

ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア
で
交
付
す
る
サ

ー
ビ
ス
を
開
始
し
て
い
ま
す
。

◇
交
付
可
能
な
コ
ン
ビ
ニ
な
ど

全
国
の
セ
ブ
ン
・
イ
レ
ブ
ン
、
ロ

ー
ソ
ン
、
フ
ァ
ミ
リ
ー
マ
ー
ト
、

サ
ー
ク
ル
Ｋ
サ
ン
ク
ス
、
セ
イ
コ

ー
マ
ー
ト
、
イ
オ
ン
リ
テ
ー
ル
、

セ
ー
ブ
オ
ン

◇
サ
ー
ビ
ス
提
供
時
間

・
住
民
票
の
写
し
・
印
鑑
登
録
証

明
書　

６
時
半
〜
23
時
（
土
日
祝

日
含
む
）

・
戸
籍
・
戸
籍
の
附
票　

９
時
〜

17
時
15
分
（
平
日
の
み
）

※

た
だ
し
、
い
ず
れ
も
12
月
29
日

〜
１
月
３
日
は
休
止
し
ま
す
。

◇
発
行
可
能
な
証
明
書

住
民
票
の
写
し
（
マ
イ
ナ
ン
バ
ー

や
住
民
票
コ
ー
ド
は
入
り
ま
せ

ん
）
、
印
鑑
登
録
証
明
書
、
戸
籍

証
明
書
（
謄
本
・
抄
本
）
、
戸
籍

の
附
票

◇
そ
の
他

・
交
付
申
請
に
は
、
マ
イ
ナ
ン
バ

ー
カ
ー
ド
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

・
発
行
に
は
、
店
頭
に
あ
る
マ
ル

チ
コ
ピ
ー
機
を
利
用
し
ま
す
。
店

舗
に
よ
り
操
作
方
法
が
異
な
り
ま

す
の
で
、
詳
し
く
は
店
頭
で
確
認

し
て
い
た
だ
く
か
、
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

市政情報

新
商
品
の
販
路
拡
大
に

取
り
組
む
事
業
者
を
支
援
し
ま
す

◇
市
新
商
品
等
展
示
会

　
　
　
　

出
展
支
援
事
業
補
助
金

　

新
た
に
開
発
し
た
商
品
な
ど
の

販
路
拡
大
を
目
指
し
、
展
示
会
や

見
本
市
な
ど
へ
出
展
す
る
た
め
の

経
費
の
一
部
を
助
成
し
ま
す
。

補
助
対
象
者　

市
内
に
事
業
所
ま

た
は
工
場
を
置
き
、
自
ら
開
発
し

た
製
品
（
技
術
的
な
も
の
を
含

む
）
の
販
路
拡
大
を
目
指
し
て
い

る
事
業
者

補
助
対
象
経
費　

平
成
29
年
４
月

１
日
か
ら
平
成
30
年
３
月
31
日
ま

で
に
開
催
さ
れ
る
展
示
会
な
ど
の

出
展
料
お
よ
び
小
間
代
に
要
す
る

費
用

補
助
額

①
中
小
企
業…

補
助
対
象
経
費
の

２
分
の
１
（
上
限
15
万
円
）

②
小
規
模
事
業
者…

同
経
費
の
３

分
の
２
（
上
限
20
万
円
）

③
そ
れ
以
外…

同
経
費
の
３
分
の

１
（
上
限
10
万
円
）

申
込
期
限　

６
月
30
日
㈮

※

申
し
込
み
多
数
の
場
合
は
、
選

考
と
な
り
ま
す
。

※

詳
し
い
内
容
は
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

市政情報

議
会
報
告
会「
市
民
と
語
る
会
」を

８
地
域
10
会
場
で
開
催
し
ま
す

　

平
成
30
年
度
採
用
予
定
の
市
職

員
を
次
の
と
お
り
募
集
し
ま
す
。

（
試
験
区
分
の
併
願
は
で
き
ま
せ
ん
）

採
用
人
数

行
政
職…

上
級
・
中
級
・
初
級
お

よ
び
職
務
経
験
者
の
う
ち
か
ら
10

人
程
度

技
術
職
【
土
木
】…

上
級
・
中

級
・
初
級
お
よ
び
職
務
経
験
者
の

う
ち
か
ら
若
干
名

保
健
師…

１
人
程
度

申
込
期
限　

６
月
28
日
㈬

（
郵
送
の
場
合
は
当
日
消
印
有
効
）

受
験
申
込
書
の
請
求　

受
付
期
間

内
に
総
務
課
ま
た
は
各
総
合
支
所

振
興
課
で
配
布
し
ま
す
。
ま
た
、

受
験
案
内
な
ど
の
申
込
関
係
書
類

は
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ

ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。
郵
便
で
請

求
す
る
場
合
は
「
職
員
採
用
試
験

申
込
書
請
求
」
と
朱
書
き
し
、
１

４
０
円
切
手
と
宛
先
お
よ
び
試
験

区
分
を
明
記
し
た
も
の
を
同
封
の

上
、
左
記
ま
で
お
送
り
く
だ
さ
い
。

※

電
子
メ
ー
ル
に
よ
る
請
求
は
受

け
付
け
て
い
ま
せ
ん
。

※

申
込
書
の
提
出
先
は
、
総
務
課

の
み
で
す
。

※

な
お
、
行
政
職
、
技
術
職
【
土

木
】
の
中
級
・
初
級
、
職
務
経
験

者
の
採
用
試
験
は
、
９
月
17
日
㈰

に
実
施
予
定
で
す
。
詳
し
く
は
、

本
紙
７
月
15
日
号
で
お
知
ら
せ
し

ま
す
。

市政情報

市
職
員
を
募
集
し
ま
す

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

総
務
部
総
務
課

〒
０
１
５
|
８
５
０
１

由
利
本
荘
市
尾
崎
17

（
市
役
所
２
階
）

☎
24―

６
２
１
７

●　
　
●　
　
●　
　
●　
　
●　
　
●　
　
●　
　
●　
　
●　
　
●　
　
●　
　
●　
　
●　
　
●　
　
●　
　
●　
　
●　
　
●　
　
●　
　
●　
　
●　
　
●　
　
●　
　
●　
　
●　
　
●　
　
●　
　
●　
　
●　
　
●　
　
●　
　
●　
　
●　
　
●　
　
●　
　
●　
　
●　
　
●　
　
●　
　
●　
　
●　
　
●　
　
●　
　
●　
　
●　
　
●　

広報ゆりほんじょう 平成29年６月１日号

第１次試験日・会場…７月23日㈰　西目公民館「シーガル」
受付期間…６月１日㈭～28日㈬

試験区分
行政職（上級）
技術職【土木】（上級）

地域／班 開催日時／開催場所 テーマ

議会報告会の開催スケジュール

保健師

受験資格
昭和63年4月2日から平成8年4月1日までに
生まれた方（学歴区分なし）
昭和63年4月2日以降に生まれた方で、保
健師免許を有する方、または、学校の保健
師専門課程などを平成30年3月31日までに
卒業見込みの方で、かつ保健師免許取得予
定の方

　誕生祝い品として贈呈する「木のおもちゃ」の製
作講習会を開催します。
日　時　６月15日㈭　14時～17時
場　所　由利コミュニティセンター「善隣館」
　　　　２階　視聴覚室
講　師　東京おもちゃ美術館　星野 太郎 副館長
　　　　ナカムラ工房　中村 隆志さん
受講料　無料
※試作品がある方は、お持ちください。
申し込み・問い合わせ先　木のおもちゃ美術館整備
　推進事務局　☎２４－６３１２

誕生祝い品誕生祝い品
「木のおもちゃ」製作講習会「木のおもちゃ」製作講習会
誕生祝い品
「木のおもちゃ」製作講習会

本　荘
（2班）
東由利
（2班）
本　荘
（5班）
西　目
（5班）
大　内
（3班）
鳥　海
（3班）
矢　島
（1班）
本　荘
（1班）
由　利
（4班）
岩　城
（4班）

6月16日㈮13時30分～
鶴舞会館
6月16日㈮18時30分～
有鄰館
6月17日㈯13時30分～
職業訓練センター
6月17日㈯18時～
シーガル
6月20日㈫18時～
大内農村環境改善センター
6月21日㈬18時～
紫水館
6月22日㈭18時～
日新館
6月27日㈫18時～
市民交流学習センター
6月29日㈭10時～
善隣館
6月29日㈭18時～
岩城会館

地域課題

地域課題

地域課題

地域課題

地域課題

真田丸その後の観光振興

西目幼稚園・保育園一体化施設の整備について
西目パーキングエリアの活用（拡充）について

由利高原鉄道の今後の
経営
小学校の統合・循環バ
スの利活用
（仮称）おもちゃ美術
館について
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市 政 情 報

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先　

建
築
住
宅
課
住
宅
班

☎
24―

６
３
３
４

問
い
合
わ
せ
先

総
合
政
策
課

☎
24―

６
２
２
６

市政情報

木
造
住
宅
耐
震
診
断
・

耐
震
改
修
補
助
を
ご
活
用
く
だ
さ
い

◇
市
木
造
住
宅
耐
震
診
断
・

　
　
　
　
　

耐
震
改
修
補
助
事
業

　

市
で
は
、
昭
和
56
年
５
月
31
日

以
前
に
建
築
さ
れ
た
木
造
住
宅
の

耐
震
診
断
・
耐
震
改
修
費
用
に
対

す
る
補
助
金
を
交
付
し
ま
す
。

対
象
住
宅

①
市
内
に
存
す
る
こ
と

②
昭
和
56
年
５
月
31
日
以
前
に
建

築
さ
れ
た
木
造
住
宅

③
こ
の
事
業
に
基
づ
く
補
助
金
の

交
付
を
受
け
て
耐
震
診
断
を
過
去

に
実
施
し
て
い
な
い
こ
と

補
助
金
の
額

・
耐
震
診
断…

耐
震
診
断
に
要
す

る
費
用
の
３
分
の
２
（
上
限
３
万

円
） 

・
耐
震
改
修…

耐
震
改
修
に
要
す

る
費
用
の
23
％
（
上
限
30
万
円
）

申
込
期
限　

12
月
28
日
㈭

※
こ
の
補
助
を
受
け
る
に
は
事
前

相
談
（
随
時
受
け
付
け
し
て
い
ま

す
）
が
必
要
で
す
。

市政情報

６
月
は
秋
田
県

男
女
共
同
参
画
推
進
月
間
で
す

◇
「
男
で
○
、
女
で
○
、

　
　
　
　
　

共
同
作
業
で
◎
。
」

（※

平
成
29
年
度
男
女
共
同
参
画

　
　

週
間
キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ
）

　

６
月
は
県
の
「
男
女
共
同
参
画

推
進
月
間
」
、
23
日
か
ら
29
日
は

国
が
提
唱
す
る
「
男
女
共
同
参
画

週
間
」
で
す
。
全
て
の
人
が
多
様

な
生
き
方
を
選
択
で
き
る
社
会
、

ひ
い
て
は
豊
か
で
活
力
あ
る
社
会

を
実
現
す
る
た
め
に
は
、
性
別
・

年
齢
・
国
籍
な
ど
に
関
わ
り
な
く
、

あ
ら
ゆ
る
分
野
に
お
い
て
、
そ
れ

ぞ
れ
の
個
性
と
能
力
を
十
分
に
発

揮
で
き
る
「
男
女
共
同
参
画
社

会
」
の
実
現
が
求
め
ら
れ
ま
す
。

■
市
の
男
女
共
同
参
画
計
画
に
つ

　

い
て

　

市
で
は
男
女
共
同
参
画
計
画
を

策
定
し
、
総
合
的
な
取
り
組
み
を

進
め
て
き
ま
し
た
。

　

昨
年
度
か
ら
、
新
た
な
取
り
組

み
内
容
や
数
値
目
標
も
盛
り
込
ん

だ
５
カ
年
の
「
第
３
次
男
女
共
同

参
画
計
画
」
が
ス
タ
ー
ト
し
て
い

ま
す
。

■
市
の
基
本
目
標

１
．
人
権
の
尊
重
と
共
生
社
会
に

　
　

対
す
る
意
識
づ
く
り

２
．
男
女
共
同
参
画
に
よ
る
活
力

　
　

に
あ
ふ
れ
た
ま
ち
づ
く
り

３
．
誰
も
が
い
き
い
き
と
働
け
る

　
　

環
境
づ
く
り

４
．
家
族
が
手
を
と
り
あ
っ
て
と

　
　

も
に
暮
ら
せ
る
家
庭
づ
く
り

５
．
生
涯
に
わ
た
り
市
民
が
は
つ

　
　

ら
つ
と
過
ご
す
健
康
づ
く
り

　

社
会
の
変
化
の
中
で
、
性
別
に

よ
る
縛
り
や
偏
見
に
と
ら
わ
れ
ず
、

誰
も
が
自
ら
の
選
択
に
よ
っ
て
充

実
し
た
生
き
方
が
で
き
る
よ
う
に
、

私
た
ち
一
人
一
人
が
男
女
共
同
参

画
社
会
の
在
り
方
を
、自
身
の
問
題

と
し
て
捉
え
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

■
女
性
活
躍
推
進
法
に
つ
い
て

　

平
成
27
年
８
月
に
「
女
性
の
職

業
生
活
に
お
け
る
活
躍
の
推
進
に

関
す
る
法
律
（
女
性
活
躍
推
進

法
）
」
が
成
立
し
、
３
０
１
人
以

上
の
労
働
者
を
雇
用
す
る
事
業
主

は
行
動
計
画
を
策
定
す
る
こ
と
が

義
務
付
け
ら
れ
ま
し
た
。

　

市
で
も
「
特
定
事
業
主
行
動
計

画
」
を
策
定
し
、
管
理
的
地
位
に

あ
る
職
員
に
占
め
る
女
性
の
割
合

15
％
以
上
、
男
性
職
員
の
育
児
休

暇
取
得
率
10
％
以
上
な
ど
の
数
値

目
標
を
定
め
て
い
ま
す
。

■
市
男
女
共
同
参
画
推
進
活
動
室

　

に
つ
い
て

　

市
で
は
男
女
共
同
参
画
推
進
の

た
め
に
無
料
で
利
用
で
き
る
会
議

室
を
、
市
民
交
流
学
習
セ
ン
タ
ー

（
上
大
野
16
番
地
）
内
に
設
置
し

て
い
ま
す
。
セ
ン
タ
ー
開
館
時
に

は
常
時
開
放
し
て
い
ま
す
が
、
会

議
な
ど
で
長
時
間
利
用
す
る
に
は

利
用
団
体
登
録
が
必
要
に
な
り
ま

す
の
で
、
詳
し
く
は
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

　

今
年
５
月
分
ま
で
の
児
童
手
当

を
受
け
て
い
る
方
が
引
き
続
き
手

当
を
受
給
す
る
た
め
に
は
、
現
況

届
の
提
出
が
必
要
で
す
。
現
況
届

の
提
出
が
な
い
場
合
、
６
月
分
以

降
の
手
当
を
受
け
ら
れ
な
く
な
り

ま
す
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

　

対
象
者
に
は
現
況
届
の
用
紙
を

郵
送
し
ま
す
の
で
、
詳
細
は
通
知

を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

対
象　

５
月
分
ま
で
児
童
手
当
を

受
給
し
て
い
た
方

受
付
期
間　

６
月
１
日
㈭
〜
30
日

㈮
（
土
日
を
除
く
）

提
出
先　

子
育
て
支
援
課
ま
た
は

各
総
合
支
所
市
民
福
祉
課
（
８
時

半
〜
17
時
15
分
）

※

６
月
20
日
㈫
〜
30
日
㈮
は
、
子

育
て
支
援
課
に
限
り
、
19
時
ま
で

受
付
し
て
い
ま
す
。

市政情報

「
児
童
手
当
現
況
届
」を

提
出
し
て
く
だ
さ
い

　

平
成
30
年
10
月
に
オ
ー
プ
ン
予

定
の
「
由
利
本
荘
ア
リ
ー
ナ
」
の

優
先
的
施
設
使
用
申
請
を
６
月
１

日
か
ら
受
け
付
け
ま
す
。

　

今
回
、
申
請
を
受
け
付
け
る
の

は
、
平
成
30
年
10
月
か
ら
平
成
32

年
３
月
の
間
に
開
催
を
予
定
し
て

い
る
国
際
、
全
国
、
東
北
、
全
県

規
模
の
ス
ポ
ー
ツ
大
会
お
よ
び
営

利
を
目
的
と
す
る
使
用
（
興
行
な

ど
）
で
、
メ
イ
ン
ア
リ
ー
ナ
、
サ

ブ
ア
リ
ー
ナ
、
剣
道
場
、
柔
道
場
、

そ
の
他
必
要
な
施
設
を
全
て
貸
し

切
っ
て
使
用
す
る
場
合
と
な
り
ま

す
。

　

詳
し
い
内
容
は
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

市政情報

「
由
利
本
荘
ア
リ
ー
ナ
」の
優
先
的

施
設
使
用
申
請
を
受
け
付
け
ま
す

広報ゆりほんじょう 平成29年６月１日号

問
い
合
わ
せ
先

子
育
て
支
援
課

児
童
支
援
班

☎
24―

６
３
１
９

市政情報

佐
々
田 

氏 

を
教
育
長
に
、

佐
藤 

氏 

を
教
育
委
員
に
任
命

問
い
合
わ
せ
先

総
合
防
災
公
園
管
理

運
営
準
備
事
務
局

☎
24―

６
２
７
６

　

５
月
15
日
に
召
集
さ
れ
た
第
２
回
市
議
会
定
例
会
で
、

改
正
地
方
教
育
行
政
法
に
基
づ
く
人
事
案
件
が
上
程
さ

れ
、
教
育
長
に
佐
々
田
亨
三
氏
（
現
教
育
長
）を
任
命
す

る
と
と
も
に
、
教
育
委
員
の
任
期
満
了
に
伴
い
、
新
た

に
佐
藤
道
昭
氏
を
任
命
す
る
こ
と
が
同
意
さ
れ
ま
し
た
。

　昨年の日本ジオパーク認定を受け、半年前から秋田県立仁賀保高
校の生徒と東北公益文科大学の学生が協力して新たな取り組みに挑
戦しています。「鳥海山・飛島ジオパーク体験プログラムin 
NIKAHO」（7/23実施）と題し、ジオパークの「ふれる・楽しむ・
好きになる」のキャッチコピーに加え、「発信できる人になる」と
いうことにも重点をおいた企画です。
　地域や年齢を問わず、多くの方にお越しいただき、ジオパークの
魅力をご紹介するこの企画は、仁賀保高校の「Benkyo & Volunteer
（勉強＆ボランティア） 同好会」の生徒と東北公益文科大学「酒田
おもてなし隊」の学生が当日先生となって参加者をご案内します。
そのため、まずは自分たちの知識力向上を目指し、雪深い時期から
現地の下見や打ち合わせを重ね、6月には合同勉強合宿を実施する
などして準備を進めています。
　地域のボランティア活動で習得した実行力を持つ高校生と、観光
による地域活性化活動で培った度胸を持つ大学生が協力することで、
若者目線による一味違ったジオサイト巡りが実現できると思ってい
ます。詳細は、鳥海山・飛
島ジオパーク推進協議会の
フェイスブックなどでお知
らせしていますので、 ぜひ
皆さんご参加ください。
問い合わせ先　　
にかほ市役所企画課企画班　　
☎ ４３-７５１０

鳥海山･飛島ジオパークリレーコラム
「日本海と大地がつくる水と命の循環」
【第30回】

東北公益文科大学  特任講師

中原　浩子 氏

「若者たちの
  一味違ったジオサイト巡り」

Mt.Chokai＆Tobishima Island Geopark

鳥海山・飛島ジオパーク

秋田県立仁賀保高校と東北公益文科大学の学生たち

　

秋
田
大
学
卒
業
。
県
教
育
庁
義

務
教
育
課
長
、
同
教
育
次
長
な
ど

を
経
て
、
平
成
17
年
６
月
か
ら
市

教
育
長
。

佐
々
田　

亨　

三　

氏

（
73
歳
・
岩
城
亀
田
大
町
・
再
任
）

　

駒
澤
大
学
卒
業
。
平
成
22
年
４

月
か
ら
平
成
23
年
３
月
ま
で
尾
崎

小
学
校
Ｐ
Ｔ
Ａ
会
長
。
平
成
21
年

４
月
か
ら
平
成
29
年
５
月
ま
で
市

社
会
教
育
委
員
。
東
林
寺
住
職
。

佐　

藤　

道　

昭　

氏

（
57
歳
・
花
畑
町
・
新
任
）


